
2月24日(金)、国土交通省航空局は「第1回持続的な発展
に向けた空港業務のあり方検討会」を開催しました。これ
は、航空機の運航に不可欠な空港業務（グランドハンドリ
ング・保安検査）の持続的な発展に向け、人材確保やＤＸ
化・ＧＸ化などについて地域の関係者一丸となった取組を
推進していくため、「空港業務」全体を対象にしておこな
われる初の有識者会議となります。
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コロナ禍で多くの
離職が生じ、航空旅客
需要が回復するプロセ
スにおいて人手不足が
顕在化するなか、航空
連合は、この問題への
対策強化の必要性を
各所に強く訴えてきま
した。同検討会での
議論に航空連合の主張
が反映されるよう、
積極的に取り組んで
いきます。

検討会の設置については、多くのメディア
でも取り上げられました（写真はNHK）
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